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びあ

鉄
筋
コ
ン
ク
り
i
'
P
4
港
建
で
、
延
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
・
4
階
建
に
、
普
混
成
期
臼
は
米
出
品
。

床
面
稜
5
3
7
0平
方
メ
ー
ト
ル
e

普
通
教
室
町
M
室
主
特
別
教
室
一
が
4
室
(
家
争
宙
開
2
小
学
校
滋
建
築
ヱ
蕊

過
教
室
が
波
書
一
あ
り
特
別
殺
塗
が
4
塗
縫
科
・
安
楽
・
図
警
・
埋
訂
竹
)
を
持
つ
鉄
筋
4
法
廷
廷
床
面
機
3
2
5
9

(
灘
科
・
側
関
委
・
安
楽
・
閉
山
ヱ
兼
家
臨
縄
返
夜
的
な
校
舎
に
生
ま
れ
変
わ
り
ま
す
6

平
方
メ
ー
ト
ル
。

制
刊
〉
と
h

沿
っ
て
い
ま
す
e

そ
の
悠
に
、
新
崎
明
品
開
へ
移
転
が
摘
み
し
だ
い
、
畿
管
滋
教
室
話
盗
、
殺
判
明
教
室
2
率
(
淫

繁
務
総
蜘
識
と
給
食
以
肢
が
あ
り
ま
す
金
い
開
削
組
組
し
ま
れ
て
き
た
凶
校
合
は
取
り
料
開
閉
ヱ
J

間
以
判
例
年
内
全
米
か
ら
工
務
を
絡
め
、
こ
わ
書
札
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
噛
裏
側
朋
H

討
は
ホ
全
帝
吋

校
舎
だ
け
ぞ
な
〈
、
体
努
後
絞
め
交
線
山
内
で
も
有
数
の
附
品
輸
般
紙
脅
か
か
え
総
工
欄
悶
6
胸部
1
3
3
1
湾

内

を

か

け

て

や

ブ

3
ル

後

会

わ

な

け

れ

ば

な

り

ま

え

こ

議

語

京

義

的

サ

ン

支

を

孝

す

き

援

し

ま

し

た

袋

、

F
R
r
w
〉
翠
護
士
窓
会
主
主
乃

の

ご

ろ

字

仲

間

華

奈

?

な

っ

た

閑

語

す

る

た

め

理

案

小

話

溺

去

、

鉄

筋

2
臨
時
畿
で
8
7
$
平
方

d

主
目
F
M
6

守
護
デ
究

と
い
う
声
を
よ
く
開
聞
き
ま
す
。
北
台
4
了
時
3
〉
が
開
校
し
ま
し
た
G

メ
!
ト
ル
的
機
内
然
資
絡
も
問
問
時
吋
に
綴
除
民
吻
屯

L
i
a
s珂
災
齢
別
協
小
学
紋
日
い
す
例
月
日
時
読
ん
党
総
予

事

案

、

体

力

相

判

定

三

葉

を

見

て

も

臼

本

悠

司

会

同

的

立

務

総

行

(

公

開

凶

成

し

て

い

ま

す

。

移

民

漁

民

浅

"

副
w

F

&

ω

吋

向
丘
い
綾
田
米
が
山
山
て
い
な
い
丹
で
す
。
立
替
支
出
金
で
強
訴
し
、
後
で
巡
鴻
す
プ
i
ん
(
M
A

メ
iapuw
×

吋

マ

詰

メ

事

畿

内

滋

動

綴

広
い
校
選
、
室
内
体
育
館
、

7
I
ん
る
方
法
J

に
よ
ウ
て
猿
一
銭
き
れ
た
も
白
;
ト
ん
)
も
緩
盛
時
出
?
で
、

6
白
月
下
匂
に
嘩
第
4
小
学
校
防
溺
改
娘
役
片
付
工
事
情
期
3
小
学
校
と
綴
必
中
学
一
殺
に
総
て

な
ど
ち
是
非
と
も
必
要
と
さ
札
て
い
ま
で
、
湖
北
古
団
地
町
東
側
円
高
台
に
あ
は
工
事
が
終
り
ま
す
か
ら
、
勉
強
に
ス
鉄
筋
4
階
臨
時
、
毎
床
泌
組
側
2
2
9
2

ら
れ
ま
す
。

す
a

り
ま
す
e

ポ
l
ツ
に
総
認
が
整
い
ま
す
。
平
方
メ

l
F
ル
。
こ
の
一
銭
!
学
校
に
必
婆
な
附
畑
池
町
回
目

一
黒
小
に
は
、

3
n丹
ま
で
間
関
小
に
通
学
普
通
教
室
6
室
、
特
別
教
室
5
室
(
毘
絞
な
ど
に
、
予
算
は
品
現
わ
れ
て
い
〈
わ

署
し
て
い
た
約
半
数
の
児
童
が
入
学
し
、
主
2
室
、
音
楽
2
室
、
理
科
1
室
寸
)
け
で
す
a

鳳
殺
し
い
学
校
で
の
ス
タ
i
ト
を
き
り
ま

川
町
じ
た
。

は

i
i
i
o
i
i
G
i
l
o
-
-

」

1
0
0略
的
一
以
内
税
金
持
つ
湖
北
小
学

の
校
も
絞
殺
総
工
務
が
緩
み
、

5
月
中
旬

制

記

長

撃

か

ら

芸

ヘ

前

線

し

ぬ
が
で
き
そ
も
フ
で
す
。

4
摘
開
設
ふ
中
的
制
均
成
予
想
問
削

学
校増
改

も
ほ
ぼ
完
成

今
竿
俊
市
町
一
子
槍
持
を
見
る
と
数
育
韓
併
は
お
億
円
を
滋

L
、

一

品

取

会

計

予

察

の

約

お

%

を

占

め

て

い

ま

す

。

こ

の

う

ち

の

ほ

と

ん

ど

が

、

校

舎

や

体

育

館

・

プ

ー

ル

め

建

設

費

で

す

。

増

え

続

け

る

阻

ん

章

数

に

応

じ

教

育

施

設

の

充

実

も

急

が

れ

て

い

る

の

で

す

。

ニ
ャ
}
鮎
凶
年
め
問
問
、
準
相
続
e

品
土
地
問
数
の
舎
を
増
改
築
す
る
な
ど
の
努
力
も
続
け

縫
い
胤
ど
教
湾
総
数
的
一
盤
機
は
緩
争
し
て
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

い
る
状
態
で
十
'e

人
協
が
滋
え
れ
ば
治
仲
間
と
添
凝
・
放

後
輪
棋
は
制
哨
之
、
税
務
約
1
万
語
5
0
0

人
が
嚇
制
緩
料
紙
管
舎
一
後
げ
て
い
ま
ナ
。

そ
拘
置
人
数
者
向
拭
獲
す
る
た
内
的
山
本
帥
慨

も
.
時
年
春
に
は
久
受
造
a

と
綴
尚
一
小

高
校
し
、
今
年
も
霊
童
小
学
校

が
獄
後
し
ま
し
た
。

部
相
殺
品
棋
だ
け
で
な
く
、
今
ま
で
の
校

我
郁
子
市
農
業
委
長
会
委
月
M
E
に
滋
挙
す
る
ニ
と
に
な
っ
て
い

民
的
任
鍛
満
了
に
伴
う
滋
挙
た
委
員
時
一
致
お
名
を
立
綾
補
者
数
が
越

は、

4
月
M
胞
に
告
示
さ
れ
宅
え
な
か
っ
た
の
で
、
投
票
は
行
わ
な
い

u-時
臼
的

2
時
間
開
立
融
問
機
こ
と
に
な
り
ま
し
た
e

的
機
泌
を
受
付
け
ま
L
た
e

線
挙
・
金
が
4
員
時
間
同
臼
午
前
例
閉
山
時
か
ら

議
機
的
開
笛
は
、
付
制
務
術
懇
一
挙
泰
樹
用
品
ゑ
や
凶
附
か
れ
、
次

円い協議、

2
H悶
悶

M
U
3
0制
的
む
と
お
り
綴
滋
嫌
疑
が
決
ま
り
一
ま
し
た
。

脱
出
が
あ
り
ま
し
た
が
、

4
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今
年
に
入
っ
て
火
災
件
数
鵠
件

約

8
3
8
4
万
円
が
慌
に

218 

醐語.丹一

数件融災・山hen 
路

n

消
防
本
郊
の
山
知
殺
で
は
‘

4
月
四
日
ば
で
の
伶
耕
地
内
不
注
意
、
天
ぷ
ら
的
け
一
時

ま
で
に
重
し
た
奈
義
堂
、
撲
の
学
費
、
子
ど
も
の
童
び
な
ど
て
一
制

審
晃
鵠
制
緩
約
8
3
8
4万
同
と
、
昨
年
場
所
と
校
畑
山
を
よ
く
考
え
て
火
を
紋
娘
一
民

1
航
海
に
発
生
し
た
し
円
泌
総
経
招
件
を
え
ば
‘
時
間
げ
た
大
災
鳥
島
'
く
あ
り
ま
せ

Fii

上
ま
わ
る
火
災
が
発
生
し
て
お
り
、
議
ん
a

学
校
内
総
務
し
と
か
吋
駅
い
、

J
郵
便

引
材
先
様
相
叫
J
U
時
昨
年
内
約
8

・6
銭
円
い
お
こ
れ
か
ら
は
、
日
ご
と
に
岡
崎
〈
な
ワ
締
L

、
1
公
民
緩
い
な
ど
の
口
闘
機
物
を

よ
ん
ぞ
い
ま
す
。
や
や
も
す
る
と
火
内
総
数
い
や
火
に
対
議
し
て
滋
製
し
て
下
が
い
q

こ
町
内
総
と
し
て
は
、
建
物
火
災
8

す
る
法
家
が
お
ろ
そ
か
に
な
り
が
ち
件
、
通
報
内
的
措
陣
容
が
‘
火
災
税
務
に
制
判

件
、
林
野
火
災
1
件
、
そ
の
協
の
火
災
す
。
器
問
明
か
ら
充
分
以
仲
間
怒
し
て
火
災
務
す
る
時
間
同
を
5
分
か
ら
叩
分
は
斜
地
織

沢
件
で
、
こ
の
中
に
は

.
2月
刊
抗
日
に
を
お
こ
さ
わ
匂
い
よ
う
に
し
た
い
も
の
で
し
ま
す
“

品

禅

師

則

ぞ

発

生

し

た

火

災

の

よ

う

に

、

余

す

九

火

災

も

初

判

捕

で

ゐ

れ

ば

、

1
本
円
減

警

級

建

6
棟
、
翼
線

3
T
2…
の
火
災
で
毛
あ
わ
て
て

J

豪
語
し
去
、
大
事
に
合
ら
ず
に

い

っ

た

よ

う

令

、

地

崎

県

鎌

数

、

検

検

制

闘

い

‘

す

ん

だ

紛

が

た

〈

さ

ん

あ

り

ま

す

。

授
、
牧
草
減
額
と
も
花
、
撃
に
な

r
.
1
1…
沼

市

川

崎

己

喜

火

に

備

え

て

、

主

に

1

い
大
火
も
為
り
、
奈
式
的
恐
し
き
を
今
万
一
、
火
災
が
発
生
し
た
時
で
も
‘
本
以
上
的
問
火
畿
を
備
え
つ
け
ま
し
ょ

怒
ら
な
が
ら
感
じ
さ
せ
ら
れ
家
す
e

お
わ
て
ず
に
、
寸
職
閣
総
火
災
」
か
「
総
う
e

(

消
時
間
材
者
の
お
を
か
た
り
不
良
ぷ

火
災
内
煮
な
獄
図
は
、
た
器
火
的
不
草
袋
内
ん
か
寸
告
品
開
ム
早
火
災
い
か
な
ど
や
一
小
滋
な
師
側
絡
で
消
火
眠
時
金
賊
宛
す
る

襲
、
た
ば
こ
の
誇
宅
、
実
を
は
っ
き
り
泌
総
す
る
と
と
も
に
、
ひ
喜
善
寺
燃
え
の
警
す
る
と
と

油
股
綴
な
ど
前
六
排
出
町
一
時
い
も
め
め
そ
っ
釘
の
縁
地
だ
け
で
な
〈
、
「
ハ
v
h
u
小
も
あ
ワ
ま
す
の
で
ご
総
裁
下
さ
い
。
も

し
、
不
審
な
こ
と
や
、
湿
し
い
畿
内
務

総
阪
府
叫
が
あ
っ
た
時
川
伸
、
す
ぐ
哨
捕
時
間
警

へ
お
知
ら
せ
下
さ
い
e
)

市
災
1
人
1
人
が
火
に
対
す
る
波
紋

を
充
分
に
は
ら
い
、
火
災
を
な
〈
L
ま

e
レょ‘ヮ。
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体

験

し

て

も

ら

お

う

と

善

三

た

も

リ

タ

ン

ク

な

ど

は

、

制

削

れ

や

す

く

室

時

五

さ

れ

て

い

ま

す

6

〈
〉
転
車
:
市
外
に
裂
す
場
合
、
予
選
も
や
ま
ず
口
、
死
属
、
幾
工
品
た
り
時
的
手
。

言

、

当

呂

辻

、

言

霊

的

苦

言

、

か

な

ら

ず

Z
E
E
-」
壮

一

主

主

:

:

裂

し

て

主

主

主

害

総

け

て

Fte

議

議

、

言

、

5

3

ニ

1
1ま
さ

さ
ん
、
事
業
雲
時
間
火
管
理
者
な
と
約
と
、
意
伎
宅
な
ど
で
は
¥
建
物
8
1

紘
一
品
臼
以
内
に
総
け
E
Fさ
い

。
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警
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。
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、
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ど
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ど

が
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i

i

i

i

i
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て
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に

、
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設
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霊
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に
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だ

義
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か
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襲
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議
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…
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し
た
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い
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う
に
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と
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品
い
織
的
い
に
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り
、
滋
い
滋
械
械
が
笈
つ
り
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火
災
的
数
山
町
嶋
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ヤ
懇
鱗
鱗
鱗
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ァ
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っ
て
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時
メ
ー
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ル
位
、
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者
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験
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町

議
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援
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人

波
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滅

後

が

ま

だ

ら
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事

実
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取

引
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て
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す
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る
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終
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設
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輸
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国
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者
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霊
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滅
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号
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警
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る

ゆ
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て
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去

、
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手

。

識

を
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て
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ど
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警
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言

葉
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喜

代
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幸
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え
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欝
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て
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る

て

ま

す

る
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え
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滋
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て
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る
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日
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て
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事
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②
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翠
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目
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司

匂

世
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め

化

言
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手
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っ

て
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襲
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関
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が
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て
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滋
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&
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仲
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鐙
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♂
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談
後
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芯
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放
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護
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努

警
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こ
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で
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、
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時
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し
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r
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司
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翌
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が
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菅
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を
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込
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襲
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光
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付
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滑
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叫
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龍
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仲
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令
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佐
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叉
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縫
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と
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間
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縦
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友
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什
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。
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叫
略
的
取
花
さ
や
fF肱
に
飛
で
い
札
仰
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句
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滅
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*ガススト叩ブ(プロパンJll)

キコンピラッヴ 彬歩行雪量 キ

う(;):事爾談時iニ決定a

譲って""F<e'い

*バイオリン t子信長宅1llY. 火入

との車I!控は入学機内乳幼児が15

担以上λ依しさ話番実際療1きを支払っ
た綴織者が申淡すると支給されま

すω 〈むこの際機は、ぞ的他的機織

望者給付制緩{総綾子防法.，響淡医

療 薬事守主主療等〉主主び務3i雪行為
に係る設を需要をさ詮けている場合は設立

王きしません主主当者i念、病院で3主

主Lいをする絡に保滋終にある「乳

幼児医f前後許繁華繋tを提出し記入

してもらった1&に係書童裁へ議求

て下ぢ"， (f思健言車 内線237) 

争予tlfi宇都11線純

ま長男事に関する主主力を付与するため、

相持n毒殺墜を実?患いたします。
b科I'l 殺談話q練i臣秀護軍教科指導事

11主義・労働安全衛生・認可練5七時心
主袈 生t諒j昔話事険診誇"綬関係主主規

-事例研究

8 

勢

F君*'ピアノ *;.令員長態 様

ベビーベッド 卒後室主せん (15

附*ベピーバギ- ，幹事事入

浴窮較議事 象.iE総ミシン(ポー

タブル} 織力一ベット *務

務期間ッカー *子供路寄事華道事

(14インチ)

l!lりたいも町、滋ってほしい

も舟がありましたら、間三E諜ま

でご浅草吾下幸い.

自体2)1151 内線233

惨縮問 全自完封仁よワ 6sr.ll (日
緩は未定)

静袋霊韓資磁 場官ち:kCi.が行う l続

的技能検定に合iaした者又辻、免

許教義義について安定務経験15年以上

向者。

事長媛E韓料 30関fIl

険申込ー関い合宅金先 (r税工課)

点事選盛明るい話題

草野問中節こさん{新本1154…3)と

大空事後炎さん(中鉢1789)から、

d官十学i季、人滋i専愛'"革1!'!Jと L

てfま苦手的各箇ど苧を結び人続的し

あわせとilt苦手的平殺のために給総

をつづけているE自体て寸。赤十字

華客築資金のほとんどは、赤十字社

員的存々から告内めていt"tごく投資
によ勺て賄われています。どうぞ¥

1人でも多〈内nlこ総ー十字をど漫

然 t、ただ事ー赤十字社員にど総入

Fさいますよう必寄異いいた Lます。

(日本海 fーさf'H

千淡換支部・?話も上事務所社会係〉

i 体の不§樹な方tこ l 

i 蒸擦が蓄el!iされます
l一一…一一ー… 一一一一一一一一

身体1華等審?逼祉税総;道重きにおな

み透度内身体路事専設の方に幾寄与が

t記官zきれます。
炉書記布fI>対象 滋度的身体襲主要堅調

行革珪又は2絞}丹空iで昭和521芋

4月 111王建議et，持6歳以上L的方。

1>申込方法・綴撃事 ili<内総{理局

i二身徐韓聖書者守弘幸義を夜放し所定的

用紙(鋪:r喜!r.寺文は悩fえ彩子年F去にあ

つつヒ'"にいちょうめ総本名 100 ります〉に必聖書事綬を記入内 Lt.

本をいただきま Ltこ? 日前日52怒5月31日までに申込んで

静筏孫子高空枝問 l年三沿線から、設 下さ L、。

本{早下手闘にモザイク桧告いただき I>d若者等方法・枚数 量事総局から 1

ました。 人につき201交が郵滋き札ます。

Eをさんめど好意に主義滋し者対')1こ 接記念スタンプもふりますめで誇

緩わせていただきます。 細は参事終局へお問い合せ下さい。

~一一一一-事官号喜T.iE /'毛主 ， 尋ご¥
至子手一一ω一一一、 ヱマぶ現l4丹16日号4iliiで、ふなっ .....---ノ 司、川、

り大会と後参事大学的事刻殺が参加 く〉平安i萌カウント

をとなっていましたので、お誌が 伊良雲寺 SrI3詩{大)午前9持

してお迭させて色、ただきますI>~長会 市役所(雨天中止〉

。務総弁実際l1!fI>霊n誌と野華客

部分(的ヲミ中lI:)

ーか幾重量 北f商事司改札臼

歩娩綿糸 まま食

I1 <>バードウィーヲ特別行者蕗
砂丹沼 5月15日([1)

t券会嶋 中タと公民館
I叶苦宅需 主長内行事午後1時から午
後2時30分野外行事午後2n，f30分

から午後4時30分 (ffi天的場合は

野外行事的 t~ りに理主主鳴さ撃の催しと 千葉県では、総裁詰路線主をに主義づ 5月10日(火}から佐貴および

なる予定です} 診企業等において議機生駿iこ泌与 そ円簡潔的事外勝醤(一線地域は

詫立腹鏡をお持ち内方は持母詳して しているさ事1総数を若者{係主主・縦 ilir司王寺苦手も~普賢}が次内とおワ淡

下さいφ 長，線総等円玉工場にある者}に必 ります。

〈草子鳥'"守る会‘渡辺眠82-0521) 著書とき札る憾滋監督殺童話を{寸撃す 曜~i主命・淡々井'i'!I街道・八僚が

加
判的
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12 _J:消附閥絞殺総務市改僻断10.00-同
+1町草書欝提出日日φ央公民銭C調書室12:00-16.30

13 J締膏坦1自殺無恥ぴこ青年俗・3i)-1I・時 13.00-15舶
金

14 土1"，欄貸出詩=It'央官民館館書叢12.00-16.30

15 = 1 .，."'IB('-II' !o\l~ ~\lI[~ク側関昨今炎全員館13 骨16 拘
点、i昨日審議E話番E霊山中発議民自制-O17l(タト・堅苦，産・内"1、}

16 J~心配ごと轍z商工会主務部~日曲以-15 明
1" つつ~，主体総毘
月1"曹克綾E金協商工金総.30-11.斡 13朗-15.田

惨臼時 5月8H (8)守二約8時

戦一時」
市長ものみなさんへお綴い

仁会絞りJて甘いったん庇って右‘犯

の安全を械かめてi諮ること{房総霊長

に石や坊を読まかないよとや線路内

に入った t人線路的近〈で遂iまな

いことゆ列車・定率iこ持lって石を

投げたり宝まから空ピンー空カンな

どを投げないことa

尊い主主命を守り、総支詮的資金E童

保にど協力を。

{上野鉄道公安援護}

;く聞の納税>;
! 図書を縫霊安係険税 f 
j の i綴分 ; 

{ 納税は ! 
j 約織内iこゲ ; 

路

中央公民自費で誌、言発書室教室誌の受

議吃:を事主主義しています包

務内容大IEIi(iお的近代交'芋

I>E至時 毎月第 1祭3安全般日午後

1 ~牟から午後 3 時

1>受付 日月6詩午前9時より受

f鼻科{郎総1000f1l)と郎総持参の

うえ本人が重u喪中央公隊長在へ申し
込んで下さい吻

惨2霊長亀 30名{定政になり'k斜締

宅諮ります)中央公t号館暗82--0515

多蓄電沼公器量運動路設の
浄込みは教育幾員会へ1

申込み場所が中炎公E毛主主から教

育委I司会に変更になりました。利

用者許認抑制ま阪緩本人が!'!J鐙持参

グ〉うえ申込んて'下号、、。事J)野日時

的籾い合校は電議で、、た L すe

b申込・紛い合々全 教育祭民会主士
会教育課託金泳省保

官 (82)1151 ，有線 294

炉期日 主京総絞殺rn狗52年 6Jl19 
B'技能試験昭和基苦手9月11詩文
は15H

b警護軍書受付 然{革担是認・詩主気7工事
上総会・市総ぷ仁議

蓄が庫高機受付 費喜和52年 5!lllFlか

ら 5 月 13 日千葉線殺事~市ピル H普

(千議"'中央4-13-28)に持券

接持紛はも県保安準装・市博'i:J二議へお

s号い合せ I、ち L、

ることをE!~きとして次的どおり訓

練落盤を災縫いたしますり

ト申込.I!llぃ合性先

骨 82…1151f号線 233

商工総

働機感内容

修学資金が
{替りらtt，~ます

昭和52年度に商~.大学{エ入学

た!ま:(E5詳している方に修学資金

円貸付けを Lます9

参事者付条伶

。綾子守を受ける誌の1年前から本

"'に住所を宥する翁(l語学担当錐の

ため本市以外的望書Tl首に住んでい

る11も本市桜{七と認めます)， 
O 健康であり志操思謀総てメ成救命見

iみみのある者。

。学資金持確保が密緩で為る者。

of車内いかなるil'英資会も受けて

いない考会

静貸付税

。高校月鱗6000潟大学月首長1万円。

炉返書護

口線引i子

日本業月内翌翌月から 6年以内@

炉貸付人員(予後)

。高f史3名大♂虫色2名。

..申五五線罪事

。昭和52年5月 1日から路孝052年

草月20日まで。

け商社事務所技会係)

千主義1棋容察マ?は答察官を募集し

ていま守。

惨紋験a 次 5月29El・ 2次 6
Jl16日

炉受fす 4月28日から 5!l20日

幹線III予定良 昭和52"ド1昔丹 1日

応募希望殺は、事華毒事表、 i荒Uli¥号、

数進所i二おいで下患い。{務童話器)

0472→0434に

@次的絶滅は市内鈴番も雪量ります.

Eせ隊員室81→21・82-22・83→23

八{告j93→43白 94→村・ 95→45

(我主晶子苦Z報滋総局)

骨密③§

議樟檎量発

5月間B (火)

市民総談議
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